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シ ュ ッ コ ン カ ス ミ ソ ウ 新 品 種 の 開 花 特 性
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1 は じ め に

福島県産のシュッコンカスミツウは,6月 から11月 まで

の夏秋出荷の作型を中心として,主に首都圏の花き市場に

出荷され,そ の品質は特に高い評価を得ている。 しかし
,

その主力産地は昭和村,日島町などの山間地域であり,高

齢化が進み労働力の確保が困難な状況にある。

シュソコンカスミツクの夏秋切り栽培では,草丈やボリュー

ムを確保する目的で,1回摘芯により株当り3～ 4本に仕

立てるのが一般的な方法である。しかし,ボ リュームがあ

るということは,出荷時に老け花 (咲 き終えた小花)や葉

そして書を着けない枝を取り除く調整作業により多くの時

間と労力を必要とするマイナス要素にもなる。

そこでポリューム感は下がるが,調整作業を軽減 し,切

り花本数を多くすることで収入面も確保することをねらい

とした,夏秋切りの作型における「 2回摘芯 9本仕立て栽

培」に関する試験を平成10年 (199871～ 11年度に実施した。

2試 験 方 法

0)試験場所 :福島県大沼郡昭和村 (標高 :630m)

2)土壌条件 :黒ボク士

0)区の構成

供試品種 :① プリストル・ フェアリー (対照),

②ゴラン,③ニューフェイス (平成 11

年は①,②のみ)

2回摘芯の処理方法 :①草丈15cn到達時 2回 目摘

芯,②草丈30cm到達時 2回目摘芯,③

無処理 (1回摘志のみ)

2回摘芯区では 1回目の摘志で 3本

仕立て,2回 目の摘芯で各茎の上位分

枝 3本仕立てで計 9本仕立てにした。

耕種概要

1)定植時期 :1998年 7月 1日

1999年 7月 5日

(購入セル苗を25号ポットに仮植 し

て10日間育苗後,定揃 日に摘志した。)

栽培様式 :ベ ッド幅 61km,通路幅 ∞ぃ,株間45cm,

1回摘芯後 3本仕立て

施肥量 (kg/a):N:15,P206 15,K20:
15,靱 300

図 1 1回摘芯 3本仕立て栽培と2回摘志 9本仕立て栽培

表 1 シュッコンカスミツウ2回摘芯 9本立て法が切

り花形質に及ぼす影響 (1998年 )

切り花形質

品種名 識 区 切り帳 切り種 整  轍 報撤 鍛帳 しなり顧

(m)(g)(mI)(節 )(節)(御 )

プリストル・

フェアリー
③ 952 1201 67 164 141 657 1』

① 783 803 35 108 86 497 29
② 733 259 31 97 78 477 27

① 866 548 52 142 111 720 44
ゴ  ラ  ン ()  736  381  45  111  87  562  34

③ 952 1164 76 173 14‐ 7J00 Ff

Li§ 棚騨請瀦濡獄‖
注 ① :15m時 2回摘芯区,② :30m時 2回摘志区,③ :

1回摘志 3本仕立て鴎
一段節長 :切 り日から最終の三分岐節までの長さ。

しなり程度:1(軟)～ 3(普)～ 5(硬)の 5段階

評価。
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表 2 シュッコンカスミツウ2回摘芯 9本立て法が開

花期に及ぼす影響        (1998年 )

期開 花

品種名 区 平均日 ±標準艦 始期 盛期 終期 開花率

(月 /日 ) (月 /日 ) (月 /日 ) (月 /日)  (%)

プリストル・

フェアリー

① 9/2 ±23 9/7 9/11 9/19 944
② 9/11 ±28 9/7 9/12 9/16 972
③ 9/4 ±32 3/30 9/4 9/9 塑

フ ェ イ ス

① 9/20 ±37 9/14 9/20 9/27 972
ゴ ラ ン② 9/14 ±47 9/7 9/13 9/23 1000

③ 9/2 ±33 8/29 9/2 9/6 972
① 9/4 ±23 8/31 9/2 9/13 972
② 9/1 ±29 8/28 9/1 9/6 11X0
③ 9/27 ±29 8/23 8/28 3/30 1000

注 ① :15cI時 2回摘芯区,② :30m時 2回橘芯区,③ :

1回摘芯 3本仕立て区

開花期 :始期 (10%開花),盛期 (50%開花),終期

(90%開花)

表3 2回摘芯 9本仕立てにおける分枝位置の違いと

開花日            (1999年 )

収1

品種名 試験区

ゴラン鵬::|:ソ:レ‖紛1枡i紛1棚 沈枡1枡 |

注 上位の一次分枝から1,■ ,皿 とし,そ れぞれの分

枝を各試験区の摘芯位置で 2回 目摘志後,発生 した

二次分枝を上位から①,②,③とした。(図 2参照)

4)栽培管理 :簡易雨除け栽浩とし,ブ リストル・フェ

アリーの慣行栽培法に準じた

3 試験結果及び考察

0)切 り花品質

表 1に ,平成10年度の 2回摘芯 9本仕立て法が切り花品

質に及ぼす影響を示した。

切り花長では,`プ リストル・ フェアリー'と `ゴ ラン'の

2回摘志区では,いずれも70伽以上あり,Mク ラスの規格

を満たしていた。 しかし,`ニ ューフェイス'は いずれの

区でも短 く夏秋切りの栽培には適さなかった。

また 2回摘志による切り花形質は,いずれの品種でも15cm

時摘志区が切り花長やボリュームで優っていた。

「 しなり程度Jは ,切 り口10ca付近を握って垂直に立てて

分枝先端がどうにか垂直を保っているものを3,柳枝のよ

うに軟らかく垂れるものを 1,枝先までしっかり張ってい

るものを5,そ の中間を2,4と して相対評価 した。

その結果,茎径も細いためか 2回摘志処理区の方がやや軟

弱傾向がみとめられた。

図2 2回摘芯による立茎 (分枝)の位置

② 開花期

平成10年 (1998年)の結果から,平均開花期は1回 摘芯

区,30時 2回摘芯区,15m時 2回摘芯区の1慣に早かった。

また,開花期の開花始期と終期の幅から2回摘芯区が 1回

摘志区よりも開花期間が広がる傾向がみられた。(表 2)

開花がばらつくと一斉収穫が難 しくなり,収穫時の作業効

率を下げる可能性も生じる。

そこで,平成11年は分枝ごとの開花を調査して分枝位置に

よる開花の違いを `プ リストル・ フェアリー'と `ゴラン'

を用いて検討した。

調査位置は,図 2に示したように上位の一次分枝からI,

■,皿 とし,それぞれ一次分枝を各試験区の摘芯条件位置

で摘芯後,発生した二次分枝を上位から①,②,③とした。

その結果は,表 3に示 したように,両品種,両処理区と

もに各一次分枝内で,二次分枝は頂芽優勢により,上位か

ら①,②,③の順に開花し,2～ 7日 の開きが認められた。

このことから,2回摘芯区の開花幅の広がりは,一次分枝

に由来するばらつきに加えた二次分枝間の頂芽優勢による

影響であることが判った。

4 ま  と  め

(1)2回摘芯 9本仕立て栽培は,`プ リス トル・ フェア

リー'や `ゴ ラン'を用いれば秋切り作型においても70rm

級以上の採花が可能であり,収穫本数も増加することから,

M,S規格品出荷を前提としたカジュアルフラワー向けの

仕立て方法として有効な栽培方法であると考えられた。

9)2回 目の摘芯時期は,花芽分化期直前の草丈15錮程

度が目安と考えられた。

13)2回摘芯 9本仕立て栽培は,慣行法 (1回摘芯)に

比べて処理区内の開花期間が広がる傾向がみられ,収穫時

の作業性はやや劣ることになる。それは,一次分枝に由来

するバラツキに加えた二次分枝間の頂芽優勢による影響で

あった。
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